
二

専
攻
学
科
目　

日
本
経
済
史

生　

年　

月　

昭
和
三
二
年　

九
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
七
年　

三
月 

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

同　

六
三
年　

四
月 
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

平
成　

元
年　

四
月 
福
島
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同　
　

六
年　

四
月 

東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同　

一
一
年　

四
月 

東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
教
授

同　

一
七
年　

四
月 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
教
授

同　

二
九
年　

九
月 

大
妻
女
子
大
学
社
会
情
報
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

山や
ま　

崎ざ
き　

志し　

郎ろ
う



一
一

山
崎
志
郎
氏
の
『
太
平
洋
戦
争
期
の
物
資
動
員

計
画
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

日
中
・
太
平
洋
戦
争
期
の
日
本
の
戦
時
経
済
の
研
究
は
、
安
藤
良
雄
・
中
村

隆
英
・
原　

朗
諸
氏
の
先
駆
的
研
究
を
初
め
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
あ
る
が
、
実

証
水
準
は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
経
済
の
官
庁
統
計
が
一

九
三
九
年
を
最
後
に
ほ
と
ん
ど
公
表
さ
れ
な
く
な
っ
た
上
、
物
資
動
員
計
画
を

基
礎
と
す
る
経
済
統
制
の
た
め
に
作
ら
れ
た
膨
大
な
非
公
開
資
料
が
敗
戦
と
と

も
に
廃
棄
さ
れ
散
逸
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
か
か
る
限
界
を
突
破
す
る
た
め

に
、
原　

朗
・
山
崎
志
郎
両
氏
が
経
済
統
制
に
関
わ
っ
た
官
僚
た
ち
の
所
蔵
資

料
な
ど
を
発
掘
し
、
そ
れ
を
各
種
資
料
集
全
五
九
巻
（
現
代
史
料
出
版
、
一
九

九
六
〜
二
〇
〇
四
年
）
と
し
て
編
纂
し
た
こ
と
は
、
実
証
研
究
の
基
礎
条
件
を

構
築
し
た
画
期
的
な
作
業
で
あ
っ
た
。

　

本
書
（『
太
平
洋
戦
争
期
の
物
資
動
員
計
画
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一

六
年
一
二
月
）
は
、
原　

朗
氏
と
と
も
に
同
資
料
集
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
山
崎

志
郎
氏
が
、『
戦
時
経
済
総
動
員
体
制
の
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）、『
物
資
動
員

計
画
と
共
栄
圏
構
想
の
形
成
』（
二
〇
一
二
年
）
に
続
い
て
二
〇
一
六
年
に
刊

行
し
た
、
太
平
洋
戦
争
期
の
物
資
動
員
計
画
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
戦
時
日

本
経
済
の
全
体
像
を
、
基
礎
物
資
の
生
産
・
輸
送
・
配
分
に
つ
い
て
の
動
員
体

制
の
資
料
に
即
し
て
検
討
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
課
題
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
物
資
動
員
計
画
と

は
、
著
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
年
間
の
供
給
計
画
と
配
当
計
画
か
ら
な
り
、

年
度
に
よ
っ
て
約
一
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
の
重
要
物
資
に
つ
い
て
、
供
給
可
能
性

を
算
定
し
、
関
係
す
る
生
産
・
需
要
団
体
や
、
軍
・
省
庁
か
ら
の
要
望
を
査
定

し
て
、
こ
れ
を
軍
需
用
、
生
産
力
拡
充
計
画
用
、
鉄
道
等
の
官
庁
需
要
、
輸
出

用
製
品
・
原
料
用
、
一
般
消
費
財
産
業
用
な
ど
に
配
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
機

械
・
設
備
な
ど
の
製
品
と
し
て
入
手
し
よ
う
と
す
る
要
望
も
、
鋼
材
・
銅
・
セ

メ
ン
ト
な
ど
の
素
材
に
還
元
し
た
形
で
配
当
し
た
」
計
画
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
書
の
序
章
で
は
、
二
〇
一
一
年
・
二
〇
一
二
年
刊
行
の
上
記
二
書
の
研
究

成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
の
総
力
戦
が
、
飛
行
機
・
戦

車
な
ど
の
機
械
化
部
隊
中
心
に
変
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
日
本
政
府
と
軍

部
が
、
日
本
の
遅
れ
た
重
化
学
工
業
を
発
展
さ
せ
る
方
策
を
模
索
し
た
結
果
、

一
九
三
七
年
に
な
っ
て
漸
く
「
生
産
力
拡
充
計
画
」
を
開
始
し
た
が
、
同
計
画

は
、
ほ
ぼ
同
時
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
の
た
め
の
物
資
動
員
計
画
の
な
か
に
組

み
込
ま
れ
た
た
め
、
商
工
省
管
轄
下
の
民
需
工
場
の
設
備
拡
大
は
、
軍
部
傘
下

の
軍
需
工
場
の
活
動
に
従
属
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
物
資
動
員
計
画
は
日
本
内
地
か
ら
の
供
給
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
・
占
領



一
一

地
か
ら
の
鉄
鉱
石
・
コ
ー
ク
ス
用
炭
・
塩
・
穀
物
、
第
三
国
か
ら
の
石
油
・

ボ
ー
キ
サ
イ
ト
な
ど
基
礎
物
資
の
輸
入
を
含
む
た
め
、
そ
れ
ら
を
運
ぶ
海
上
輸

送
力
が
計
画
を
支
え
る
決
定
的
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
点
は
太
平
洋
戦
争

期
の
統
制
経
済
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

以
下
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
二
年
度
、
四
三
年
度
、

四
四
年
度
、
四
五
年
度
の
物
資
動
員
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
年
度
案
の
策
定
と

四
半
期
ご
と
の
修
正
、
海
上
輸
送
計
画
、
供
給
と
需
要
の
計
画
お
よ
び
実
態
が

究
明
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
年
度
計
画
が
戦
局
の
推
移
に
伴
っ
て
四
半
期
ご
と

の
計
画
に
よ
っ
て
主
と
し
て
下
方
へ
と
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
詳
し
く
分
析
さ

れ
、
ま
た
、
最
重
要
の
基
礎
物
資
で
あ
る
石
油
の
需
給
計
画
は
当
初
の
予
定
と

異
な
り
、
南
方
産
油
地
域
で
の
軍
部
に
よ
る
使
用
分
を
除
い
た
残
り
だ
け
が
民

需
分
と
し
て
物
資
動
員
計
画
に
計
上
さ
れ
、
企
画
院
は
石
油
全
体
の
計
画
的
配

分
作
業
か
ら
排
除
さ
れ
た
た
め
、
石
油
需
給
の
全
体
像
は
物
動
資
料
か
ら
は
判

明
し
難
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

物
資
動
員
計
画
に
お
け
る
計
画
の
達
成
要
因
に
つ
い
て
は
、
企
画
院
に
よ
る

利
潤
原
理
の
否
定
と
取
ら
れ
る
動
き
が
生
産
の
停
滞
を
生
み
、
一
九
四
三
年
度

か
ら
商
工
省
の
主
張
す
る
利
潤
の
再
評
価
に
誘
導
さ
れ
て
生
産
が
回
復
し
た
と

す
る
説
が
あ
る
が
、
本
書
の
著
者
は
、
企
画
院
の
物
資
動
員
計
画
の
中
に
は
最

初
か
ら
市
場
的
要
素
が
誘
導
政
策
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

計
画
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
最
大
の
要
因
は
、
利
益
誘
導
の
失
敗
で
は
な
く
戦

局
の
予
想
外
の
悪
化
で
あ
り
、
陸
海
軍
が
徴
傭
し
た
民
間
船
舶
の
喪
失
と
追
加

徴
傭
に
よ
っ
て
、
当
初
よ
り
制
約
条
件
で
あ
っ
た
海
上
輸
送
力
が
さ
ら
に
減
少

し
た
こ
と
に
あ
る
と
本
書
は
主
張
す
る
。
著
者
は
、
海
上
輸
送
力
の
減
少
を
朝

鮮
鉄
道
等
に
よ
る
輸
送
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し
た
と
す
る
意
見
に
対

し
、
そ
の
貢
献
度
は
限
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
そ
う
し
た
外
的
要
因
に

よ
っ
て
計
画
が
下
方
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
計
画
自
体
の

非
合
理
性
を
示
す
も
の
と
評
価
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
著
者
は
、
戦
時
下
の
計

画
実
施
体
制
は
流
動
的
で
状
況
依
存
的
で
あ
り
、
多
彩
な
応
急
的
補
修
が
次
々

と
行
わ
れ
る
こ
と
自
体
、
計
画
の
政
策
的
機
能
と
役
割
を
そ
れ
な
り
に
示
す
も

の
と
評
価
す
る
。

　

そ
れ
で
は
物
資
動
員
計
画
が
破
綻
し
た
根
源
的
な
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
、
軍
需
と
民
需
へ
の
物
資
配
当
が
、

国
民
生
活
の
維
持
に
最
低
限
必
要
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
、
不
十
分
な
が

ら
計
画
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
不
満
と
す
る
陸
海
軍
が
実
力
に
よ
る

計
画
破
り
を
せ
ま
り
、
そ
れ
に
よ
る
経
済
規
模
の
縮
小
に
対
応
し
て
、
物
資
配

当
先
を
鉄
鋼
・
軽
金
属
・
石
炭
・
船
舶
・
航
空
機
の
五
大
重
点
産
業
と
り
わ
け

船
舶
建
造
と
航
空
機
製
造
に
絞
り
込
み
、
国
民
生
活
の
維
持
を
い
っ
そ
う
軽
視

す
る
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
、
一
九
四
三
年
八
月
か
ら
は
、
陸
海
軍
統
帥
部
が

企
画
院
・
軍
需
省
の
計
画
策
定
に
強
く
介
入
し
て
計
画
の
合
理
性
を
い
ち
じ
る

し
く
損
な
い
、
一
九
四
四
年
七
月
の
サ
イ
パ
ン
島
失
陥
に
よ
る
「
絶
対
国
防



一
一

圏
」
崩
壊
を
機
に
東
条
内
閣
に
代
わ
っ
た
小
磯
内
閣
は
、
経
済
の
破
綻
を
危
惧

す
る
軍
需
省
の
警
告
を
無
視
し
て
戦
争
継
続
を
決
定
し
、
一
九
四
五
年
六
月
決

定
の
鈴
木
内
閣
の
本
土
決
戦
計
画
に
至
っ
て
は
、
経
済
破
綻
が
不
可
避
で
あ
る

と
す
る
報
告
を
無
視
し
て
「
国
民
ノ
戦
意
」
と
い
う
精
神
論
に
頼
る
全
く
非
合

理
な
も
の
と
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
食
料
塩
と
食
糧
の
供
給
途
絶
に
よ
る
広
範

な
飢
餓
の
発
生
が
予
測
さ
れ
、
本
土
決
戦
に
対
応
す
る
物
動
計
画
の
立
案
が
不

可
能
に
な
る
に
及
ん
で
、
政
府
中
枢
は
、
初
め
て
敗
戦
を
受
け
入
れ
た
と
著
者

は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
戦
時
経
済
研
究
に
対
す
る
本
書
の
貢
献
が
如
何
に
大
き
い
か
を
例
示

し
た
が
、
本
書
の
分
析
は
、
物
資
動
員
計
画
の
全
体
像
を
十
分
に
示
す
も
の
で

は
な
く
、
政
策
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

労
働
者
の
動
員
や
企
業
組
織
の
変
化
な
ど
の
実
態
面
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に

分
析
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
統
制
経
済
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
本
書
は

民
間
経
済
団
体
を
介
す
る
ナ
チ
ス
型
統
制
を
モ
デ
ル
と
し
た
よ
う
に
述
べ
て
い

る
が
、
実
態
と
し
て
は
中
央
指
令
型
の
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
近
か
っ
た
と
い
う
見

解
も
あ
り
、
そ
う
し
た
比
較
史
の
深
化
も
課
題
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
書
が
日
本
戦
時
経
済
の
実
証
研
究
の
水
準
を
飛
躍
的
に
高
め
た
画

期
的
な
労
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
日
本
学
士
院
賞
に
十

分
値
す
る
業
績
で
あ
る
。

主
要
業
績

〔
単
著
〕

　

二
〇
〇
三
年　
『
日
本
経
済
史
│
近
現
代
の
経
済
と
社
会
』
放
送
大
学
出
版
会

　

二
〇
〇
九
年　
『
戦
時
金
融
金
庫
の
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社

　

二
〇
一
一
年　
『
戦
時
経
済
総
動
員
体
制
の
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社

　

二
〇
一
二
年　
『
物
資
動
員
計
画
と
共
栄
圏
構
想
の
形
成
』
日
本
経
済
評
論
社

　

二
〇
一
六
年　
『
太
平
洋
戦
争
期
の
物
資
動
員
計
画
』
日
本
経
済
評
論
社

〔
共
編
著
〕

　

二
〇
〇
六
年　
『
戦
時
日
本
の
経
済
再
編
成
』
日
本
経
済
評
論
社
（
原　

朗
と
共
編
）

〔
共
著
〕

　

一
九
九
五
年　
『
日
本
の
戦
時
経
済　

計
画
と
市
場
』
東
京
大
学
出
版
会
（
原　

朗
編
）

　

二
〇
〇
二
年　
『
復
興
期
の
日
本
経
済
』
東
京
大
学
出
版
会
（
原　

朗
編
）

　

二
〇
一
〇
年　
『
高
度
成
長
始
動
期
の
日
本
経
済
』
日
本
経
済
評
論
社
（
原　

朗
編
）

〔
資
料
集
〕

　

一
九
九
六
年　
『
生
産
力
拡
充
計
画
資
料
』
全
九
巻
、
現
代
史
料
出
版
（
原　

朗
と
共
編
）

　

一
九
九
七
年　
『
軍
需
省
関
係
資
料
』
全
八
巻
、
現
代
史
料
出
版
（
原　

朗
と
共
編
）

　

一
九
九
七
年
│
一
九
九
八
年

　
　
　
　
　
　
　

 『
初
期
物
資
動
員
計
画
資
料
』
全
一
二
巻
、
現
代
史
料
出
版
（
原　

朗

と
共
編
）

　

一
九
九
九
年
│
二
〇
〇
〇
年

　
　
　
　
　
　
　

 『
開
戦
期
物
資
動
員
計
画
資
料
』
全
一
二
巻
、
現
代
史
料
出
版
（
原　

朗
と
共
編
）

　

二
〇
〇
一
年
│
二
〇
〇
二
年

　
　
　
　
　
　
　

 『
後
期
物
資
動
員
計
画
資
料
』
全
一
四
巻
、
現
代
史
料
出
版
（
原　

朗

と
共
編
）



一
一

　

二
〇
〇
四
年　
『
物
資
動
員
計
画
重
要
資
料
』
全
四
巻
、
現
代
史
料
出
版
（
原　

朗
と

共
編
）

　

二
〇
〇
四
年　
『
戦
時
中
小
企
業
整
備
資
料
』
全
六
巻
、
現
代
史
料
出
版
（
原　

朗
と

共
編
）




